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と
』
を
活
用
し
た
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し

ま
す
。

　

3
点
目
は
、
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

の
活
用
の
推
進
に
つ
い
て
で
す
。

　

平
成
32
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
学
習
指
導

要
領
の
改
訂
に
む
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

応
し
た
英
語
教
育
の
充
実
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
町
で
は
本
年
度
も
2
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

を
小
中
学
校
に
派
遣
し
、
外
国
語
に
慣
れ
親

し
ま
せ
る
活
動
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
素
地
や
基
礎
を
養
い
ま
す
。

【
豊
か
な
心
の
育
成
】

　

児
童
生
徒
に
、
自
他
の
生
命
や
人
権
を
尊

重
す
る
心
、
思
い
や
り
の
心
、
規
範
意
識
や

公
徳
心
、
自
然
を
愛
す
る
心
な
ど
、
豊
か
な

心
を
育
む
た
め
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

1
点
目
は
、
子
ど
も
の
人
間
関
係
力
を
育

む
生
徒
指
導
の
充
実
に
つ
い
て
で
す
。

　

各
学
校
に
お
い
て
は
、
『
学
校
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
』
の
も
と
、
い
じ
め
の
未
然
防

止
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応
を
徹
底
し
、
す

べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。
今
後
も
、
『
い
じ

め
根
絶
に
向
け
た
一
学
校
一
運
動
』や『
学
級

満
足
度
調
査
』『
い
じ
め
実
態
調
査
』
な
ど
を

継
続
実
施
し
て
、
互
い
に
認
め
合
い
、
思
い

や
る
こ
と
の
で
き
る
人
間
関
係
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
を
配
置
し
、
学
校
の
教
育
相
談
機
能
の
充

実
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
心
の
成
長
を
側
面

か
ら
支
援
し
ま
す
。

　

2
点
目
は
、
道
徳
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

で
す
。

努
め
ま
す
。

　

1
点
目
は
、
授
業
改
善
と
個
別
指
導
の
充

実
に
つ
い
て
で
す
。

　

各
教
科
の
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
習
熟
度

別
少
人
数
指
導
や
複
数
の
教
員
が
役
割
を
分

担
し
な
が
ら
授
業
を
行
う
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
な
ど
、
個
に
応
じ
た
効
果
的
な
指
導
の

充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
や
長
期
休
業
中
で
の
補
充

学
習
の
充
実
を
図
り
、
『
わ
か
る
』『
で
き
る
』

を
実
感
さ
せ
、
一
人
一
人
が
意
欲
を
持
っ
て

学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
各
種
学
力
調
査
結
果
の
分
析
か
ら
、

課
題
と
な
る
観
点
や
領
域
を
明
ら
か
に
し
、

授
業
改
善
や
学
習
習
慣
の
確
立
を
通
し
て
、

基
礎
学
力
の
定
着
と
活
用
力
の
育
成
を
図
り

ま
す
。

　

2
点
目
は
、
郷
土
の
歴
史
・
文
化
・
産
業

・
施
設
を
生
か
し
た
教
育
の
推
進
で
す
。

　
『
厚
岸
音
頭
』の
児
童
生
徒
へ
の
普
及
を
は

じ
め
、
郷
土
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
文
化
を

継
承
す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
自
然
、
多
様

な
産
業
、
特
色
あ
る
教
育
・
文
化
施
設
な
ど
、

厚
岸
町
の
財
産
で
も
あ
る
『
人
』『
も
の
』『
こ

　

今
日
、
少
子
高
齢
化
や
情
報
化
、
国
際
化

の
進
展
な
ど
社
会
の
急
激
な
変
化
に
伴
い
、

高
度
化
・
複
雑
化
す
る
諸
課
題
へ
の
対
応
が

必
要
と
な
っ
て
お
り
、
学
校
教
育
に
お
い
て

は
、
社
会
の
中
で
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
子

ど
も
の
育
成
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
は
、
新
し
い
時
代
の
教

育
の
実
現
に
向
け
て
、
教
育
委
員
会
の
制
度

改
革
や
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
な
ど
の
教
育

改
革
を
急
速
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
社
会
情
勢
の
変
化
や
制
度
改
革

を
受
け
、
本
町
で
は
総
合
教
育
会
議
に
お
い

て
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
を

実
施
期
間
と
し
た『
厚
岸
町
教
育
大
綱
』を
策

定
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
厚
岸
町
教
育
大

綱
に
示
さ
れ
た
3
つ
の
基
本
方
針
で
あ
る『
自

ら
の
夢
や
希
望
を
実
現
す
る
教
育
の
充
実
』

『
安
心
・
安
全
な
教
育
環
境
の
整
備
と
支
援
の

充
実
』『
生
涯
学
習
の
充
実
と
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
振
興
』
に
向
け
、
具
体
的
な
取
り

組
み
を
展
開
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
教
育
行
政
執
行
方
針
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
厚
岸
町
教
育
大
綱
の
ほ
か
、

関
係
す
る
法
令
の
趣
旨
お
よ
び
平
成
27
年
度

の
教
育
行
政
執
行
方
針
の
検
証
を
踏
ま
え
、

本
町
の
実
情
に
応
じ
た
教
育
振
興
を
図
る
べ

く
、
関
係
部
局
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深

め
な
が
ら
、
所
管
す
る
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領

の
趣
旨
を
十
分
に
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
が
連
携
し
、

『
確
か
な
学
力
』『
健
康
な
体
』『
豊
か
な
心
』

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
み
、
児
童
生
徒
が
自
ら

の
夢
や
希
望
を
実
現
す
る
学
校
づ
く
り
を
基

本
方
針
と
し
て
、
次
の
9
つ
の
重
点
に
取
り

組
み
ま
す
。

【
確
か
な
学
力
の
育
成
】

　

確
か
な
学
力
の
育
成
に
は
、
学
習
意
欲
を

基
盤
と
し
た
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・

技
能
の
習
得
と
そ
の
活
用
を
通
じ
て
、
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を
伸
ば
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
児
童
生
徒
の
学
力
や
学

習
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
授
業
改
善
の
確

立
を
図
り
な
が
ら『
確
か
な
学
力
』の
育
成
に

教
育
行
政
執
行
方
針

教
育
行
政
執
行
方
針

教
育
行
政
執
行
方
針

厚
岸
町
教
育
長

厚
岸
町
教
育
長

富
澤　

泰

富
澤　

泰

厚
岸
町
教
育
長

富
澤　

泰

学
校
教
育
の
充
実

学
校
教
育
の
充
実

そ 

じ
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し

さ

　

国
は
現
時
点
に
お
い
て
、
地
方
が
必
要
と

す
る
一
般
財
源
総
額
の
確
保
は
平
成
30
年
度

ま
で
と
し
て
お
り
、
そ
れ
以
降
は
不
透
明
な

状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
今
後
の
地
方
財
政

対
策
に
注
視
し
つ
つ
、
財
政
健
全
化
の
取
り

組
み
を
今
後
に
お
い
て
も
緩
め
る
こ
と
な
く

継
続
し
、
第
5
期
厚
岸
町
総
合
計
画
に
掲
げ

た
財
政
健
全
化
指
標
の
目
標
達
成
に
努
め
る

ほ
か
、
厚
岸
町
未
来
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ

く
人
口
減
少
対
策
に
資
す
る
事
業
を
確
実
に

実
施
で
き
る
よ
う
、
安
定
的
で
持
続
可
能
な

財
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

む
す
び

　

厚
岸
町
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化

す
る
今
、
こ
の
変
化
の
潮
目
を
的
確
に
捉
え

な
が
ら
、
難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
す
時
に
来
て
い
ま
す
。

　

55
年
前
、
第
35
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統

領
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
就
任
演
説

約
10
億
5
1
0
0
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
と

水
産
業
の
振
興
事
業
を
中
心
に
約
1
億
4
6

0
0
万
円
増
の
約
17
億
5
0
0
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
と
企
業
会
計
へ
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
出
金
は
約
8
億
円
を
計
上
し
、

年
度
途
中
で
の
収
支
不
足
分
は
、
執
行
状
況

を
勘
案
し
て
必
要
に
応
じ
て
年
度
末
ま
で
に

補
正
対
応
す
る
考
え
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
歳
入
と
歳
出
の
見
通
し
の
中
、

一
般
会
計
の
収
支
不
足
額
は
、
総
合
戦
略
と

し
て
地
方
創
生
に
資
す
る
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
も
あ
り
、
前
年
度
よ
り
も
約
1
億
4
1

0
0
万
円
増
の
約
6
億
1
2
0
0
万
円
と
な

り
、
同
額
を
基
金
か
ら
取
り
崩
し
、
収
支
の

均
衡
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
安
定
し
た
財
政
運
営
を
行
う
た
め

に
は
、
基
金
残
高
の
確
保
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
取
り
崩
し
た
基
金
を
年
度

内
に
可
能
な
限
り
積
み
戻
す
た
め
の
財
源
を

確
保
し
対
応
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
予
算
案
は
、
約

83
億
7
2
0
0
万
円
で
、
前
年
度
に
比
較
し

て
3
・
9
％
、
約
3
億
1
7
0
0
万
円
の
増

で
す
。
ま
た
、
一
般
会
計
と
6
つ
の
特
別
会

計
の
当
初
予
算
案
の
合
計
で
は
、
約
1
2
4

億
7
8
0
0
万
円
で
、
前
年
度
に
比
較
し
て

4
・
3
％
、
約
5
億
1
8
0
0
万
円
の
増
で

す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
度
補
正
予
算
案
と
し

て
本
定
例
会
の
会
期
中
に
追
加
提
出
を
予
定

し
て
い
る
国
の
補
正
予
算
に
関
連
す
る
事
業

に
つ
い
て
、
新
年
度
へ
の
繰
越
執
行
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
算
定
基
礎
と

な
る
人
口
に
つ
い
て
平
成
28
年
度
か
ら
は
、

昨
年
実
施
さ
れ
た
平
成
27
年
国
勢
調
査
の
人

口
を
用
い
る
こ
と
と
な
り
人
口
減
に
よ
る
減

額
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
前
年
度
よ
り
も
約

3
5
0
0
万
円
増
の
約
33
億
8
8
0
0
万
円

の
計
上
で
す
。
こ
れ
は
前
年
度
の
交
付
決
定

額
が
約
37
億
7
7
0
0
万
円
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
り
、
年
度
内
に
お
け

る
補
正
財
源
を
確
保
し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
と

予
算
執
行
に
支
障
が
で
な
い
よ
う
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
臨
時
財
政
対
策
債
は
、
国
が
示
す

減
額
率
に
よ
る
試
算
を
踏
ま
え
、
前
年
度
よ

り
も
約
2
5
0
0
万
円
減
の
約
2
億
2
3
0

0
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
義
務
的
経
費
で
あ
る
人
件
費

は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
約
16
億
7
0
0
0

万
円
、
扶
助
費
は
約
1
千
万
円
増
の
約
5
億

1
6
0
0
万
円
、
公
債
費
は
、
長
期
債
の
償

還
元
金
の
増
に
よ
り
約
1
9
0
0
万
円
増
の

で
「
国
が
あ
な
た
の
た
め
に
何
を
し
て
く
れ

る
か
で
は
な
く
、
あ
な
た
が
国
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
」
と
、
国
民
に
訴
え
か
け
ま
し
た
。

　

歴
史
的
な
転
換
を
迎
え
た
今
の
私
た
ち
に

と
っ
て
も
、
示
唆
と
な
る
一
節
で
す
。

　

私
は
願
う
。
「
厚
岸
を
愛
す
る
私
た
ち
一

人
一
人
が
、
未
来
の
責
任
を
共
有
し
、
自
分

の
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
新
し
い
発
展
の
姿

を
目
指
し
て
行
動
を
起
こ
す
と
き
で
す
」

　

私
は
、
そ
の
先
導
役
と
し
て
、
気
概
と
決

意
を
も
っ
て
目
の
前
の
厳
し
い
現
実
を
乗
り

越
え
、
確
実
に
未
来
へ
の
歩
み
を
進
め
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
施
策
を
着
実
に

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
町
議
会
議
員
の

皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成

28
年
度
の
町
政
執
行
に
あ
た
っ
て
の
、
私
の

所
信
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


